
集計数：　　

20代 30代 40代 50代 60代 未記入 合計

あり 0 0 2 2 0 1 5

なし 1 2 6 6 6 0 21

合計 1 2 8 8 6 1 26

男 0 0 2 6 6 0 14

女 1 2 6 2 0 1 12

合計 1 2 8 8 6 1 26

大変良かった 1 2 3 4 2 1 13

よかった 0 0 5 2 3 0 10

普通 0 0 0 2 1 0 3

よくなかった 0 0 0 0 0 0 0

合計 1 2 8 8 6 1 26

２０代

病気（がん）を身近に感じ、当事者の気持ちも少しわかった

実例を挙げての説明で、とても興味深く講座を聞けました。

実体験を聞けたので

がんについて知ることができた。家族の健康も気を付けようと思います。

2013. 6 .28  出前講座アンケート（山梨県商工会連合会  ）

秘密の記号

性別

講座の感想

事例（体験）がわかりやすく説明していただいて、がんになった後、どのような生活になるのか、お金がかかるの
かイメージできてよかったので

体験を踏まえた内容で、自分の場合を考えながらお話を聞きました。

体験されたことだから。また、しこりがどんなものなのか、人形で触ってみることができたから

がんになり保険会社の対応や治療と家計、会社での対応（精神的な意味も含めた）について勉強になりました。
がんによる体の影響ばかりでない様々な体験談は本当に考えるきっかけになりました。

がんの発症状況を聞くことができた。どのような治療費がどのくらいかかるか聞くことができた。

３０代

４０代

実例紹介

1、福祉共済両間との差、メリットがわかった。　　2、がんになった時の苦労と費用が概略理解できた。

がんの状況がわかった

体験談が良かった50代
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年代未記入

20代 30代 40代 50代 60代 未記入 合計

知ってた 0 0 2 1 3 0 6

知らなかった 1 2 6 6 2 1 18

未記入 0 0 0 1 1 0 2

合計 1 2 8 8 6 1 26

知っていた 0 1 3 4 2 1 11

知らなかった 1 1 5 4 4 0 15

合計 1 2 8 8 6 1 26

項目 ２０代 ３０代 ４０代 ５０代 60代 未記入

検診 1 2 7 5 4 1 20

予防（うがい・手洗いなど） 1 1 1 0 2 0 5

運動 0 2 7 4 6 0 19

睡眠 1 2 6 4 4 0 17

食事 0 2 4 4 4 0 14

ストレス発散 1 1 6 3 1 0 12

その他 0 0 0 0 0 1 1

ストレス発散
コメント

体験談が良かったです。女性職員に聞いてほしかったです。

早期発見、早期治療の必要性が理解できた

自分自身のためになることと、会員さんの勧めに参考になった。また新たなる事項を知るきっかけとなった。

がんについて、具体的に考える機会となった

がんの知識が得られたこと
60代

がん対策条例

２人に１人はが
んになる

その他コメント
心の思いが病気（ストレス）になると思います。お互い思いやりを作る職場つく
りが必要だと思います

健康で働くため
には？（複数回

答）

実話を通しての講演だったので、現実味があり、その後の自分を取り戻すきっかけ（方法）等も参考になった。
（周りの気配り）

がんで入院するとお金がかかることがわかった
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◎ 講座で一番印象に残った言葉

２０代

３０代

不明

◎ 今後仕事や生活に生かせそうなことは？

２０代

３０代

40代

保険の見直し

なし

医師からの告知『良い事と悪いことがあります』

50代

60代

山梨県で年間5,000人以上の人ががんになっているということ

山梨県毎年5,600人ががんになる、びっくりです。

仕事は、がん保険を推進する時に、お客様の立場に立って保険の大切さを話していきたいと意識した

がんになりやすい年齢、割合の高さを改めて知ることができました。やはり日頃の注意が必要と分かりました。あ
りがとうございました。

生存率。早期発見、検診

細胞のコピーミス

実体験の話しが聞けて感じるところがあった

がんは予防できる。薬物治療が大変だった。

仕事を辞めた

早期発見

日本で２人に１人ががんになっていること。山梨県内で5,000人の人が年にがんになっていること、非常に驚きま
した。身近な存在であり本当に気を付けたいです。

病気になると収入が減少。仕事や生活を維持するためには大変⇒保険が必要

『自分の体にもっと関心を』2人に1人はがんになるということを聞き、この言葉が印象に残りました。人体模型の
触診をしたのもとてもよかったです。

日々に忙しさで自分の体を感じていないこと、いたわっていないことを反省し、加えて保険についても改めて考え
なおしたいです。本当にありがとうございました。

検診が大切なことを改めて感じた
40代



未記入
事業者の責務の話や清水さん（2人）の話を聞いたことを共催推進や生活の中で知人などに話していきたいと思
います

全国会員福祉共催のメリットを聞かせてもらったことはとても参考になりました

共済の大切さを訴えていこうと思います

検診の重要性

仕事でも早めに手をつけなくては！

がん保険の加入検討

共済のメリット

共済のありがたさは、自らが大病を伴ったことで十分感じている。会員さんにも伝えていきたい

40代

50代

60代

禁煙

支え合いの環境


